





























































































































































年　度 30大企業 経済全体 比重（％）
1992 1，710 3，859 44．3
1994 2，254 5，317 42．4
1996 3，324 7，131 46．6
1998 4，536 9，493 47．8
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政　　権 グループ 癒着理由 政府の処理 結　　果
朴正煕政権 三鶴焼酎 野党に政治資金を提供した嫌疑 税務査察 没　　落
双龍 政治に直接参与 グループ解体 存　　続
全斗換政権 国際 政権に政治資金提供 金融規制 公証分解
現代 政治に直接参与 金融規制 存　　続
浦項製鉄 大統領候補者への反感 税務調査 存　　続
韓宝 宅地開発での不正疑惑 司法処理 存　　続
漢陽 民政党研修員の売却特恵事件 司法処理 存　　続
金泳三政権
東方流量 秘密政治資金 司法処理 存　　続
鮮京（現SK） 秘密政治資金 司法処理 存　　続
三星 秘密政治資金 司法処理 存　　続




































































































1988～1992 1995 1996 1997 1998
韓　　　　国 3．5 4．2927／415．0227／54．2934／524．243／85
日　　　　本 7．25 6．7220／417．05　17！546．57211525．825／85
香　　　　港 6．87 7．12　17／417．0118／547．28　18／52 7．816／85
シソガポール 9．16 9．26　3／41 8．8　7／54 8，66　9／52 9．1　7／85
中　　　　国 4．73 2．1640／412．4350／542．8841／523．551／85
1999 2000 2001 2002 2003
韓　　　　国 3．850／99 4．048／904．242／914．540／1024．350／133
日　　　　本 6．025／99 6．423／90 7．121／917．120／1027．021／133
香　　　　港 7．715／99 7．715／go 7．9　14／91 8．2　14／1028．0　14／133
シソガポール 9．1　7／99 9．1　6／90 9．2　4／91 9．3　5／1029．4　5／133
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〆紳譜ボ詩諺ドず評ド
　（出所）国際透明性機構ホームページより’各年度資料で筆者作成　アクセス2004・4・15
の政界に流入させ，大統領側近も資金を得たという疑惑が浮上したのである54。また，同じ大統領
側近は大手財閥三星グループから30億ウォソの不正資金を受け，これまでの受領総額は100億ウォ
ン超となるとされる55。大統領の側近8人が検察に起訴される56など政治とカネをめぐる騒動は止
54一朝鮮日報，－2003㌔ユ0∴2。一　．
55日本経済新聞ホームページ，2004・3・9。
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まるところを知らない状況へと陥り，大統領の弾劾という事態へと発展してしまったのである57。
これは，韓国の政府一財閥関係における腐敗の根の深さを改めて印象付ける事件であったといえよ
う。
おわりに
　本稿では韓国における政府一財閥関係の歴史的変遷を概観してきた。簡潔に整理すると以下のよ
うになる。
　まず，韓国最初の政権である李政権時代に韓国財閥の端緒が見られる。すなわち，政府による帰
属財産の払い下げ，米国援助物資・援助資金の割当を受けることのできた人々が，財閥体制の基盤
を築いていった。政府は財閥の形成に間接的に寄与したとはいえ，破滅的状況の経済を復興させる
ための経済政策を持ち合わせていなかった。このような状況の下で財閥は，その形成過程からし
て，汚職がらみであり，レントシーキング活動に傾斜していった。
　続く朴政権は，韓国の工業化と対外開放を強力に推し進め，経済発展に成功した。この間に政府
は経済政策の実効性を高めるために，民間企業活動に強力に介入した。その手段として，市中銀行
だけでなく，韓国銀行までも国有化したことが挙げられる。また，政府は財閥が政界と癒着し，放
漫経営を行っているという国民の非難の声に対して，不正蓄財処理を実施した。
　全・盧政権は，朴政権下での開発独裁による経済発展の成果を背景に，市場経済原理の強化によ
る産業体質の改善をはかり，独占に対する規制を実施した。特に，盧泰愚政権は政治の民主化を主
要な政策として掲げており，それは当然，経済の民主化へとつながった。これにより，財閥は政府
からの一定の自由を得ると同時に，政府からの特恵的保護を失い始めた。それと同時に，財閥自身
が巨大な経済力を背景に，政界に対して発言力を増してきたことも明らかになってきた。そして，
財界代表である全国経済人連合会は，「経済倫理綱領と要綱」を採択し，企業倫理の向上に自ら取
組む姿勢を見せ始めた。
　金泳三・金大中政権は，前政権の方針をさらに徹底し，政府一財閥関係に大きな転換をもたらし
た。まず，金泳三政権は不振の中堅財閥を保護せずに倒産させ，金融機関の健全化のための諸改革
（金融実名制を含む）に取組んだ。また，政財界癒着による汚職の大規模な摘発を進めた。
　さらに，金大中政権は，金融危機からの脱却のため，緊縮財政など国民の痛みを伴う政策への社
会的合意を取り付けつつ，韓国経済の構造改革に着手した。その最大のターゲットとなったのはや
はり財閥であった。財閥自体もその構造的弱点を露わにしており，政府が救済しない以上，自ら変
化せざるを得なかった。このような状況の中で金大中大統領は財閥に「五大原則」という財閥改革
56同上，2003・12・30。
57同上，2004・3・30一連の騒動が発端で，2004年3月12日，国会では盧武鉱大統領に対する弾劾訴追案が可
　決され，大統領の職務停止が決定した。その後，韓国憲法裁判所は30日，弾劾裁判で初の公開議論を開いた
　が，盧大統領は出席しなかった。
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課題の実行を約束させた。その後，政府のイニシャチブによって財閥は，実際に「五大原則」を実
行に移していき，内部改革を遂げた。
　現在の盧武銭政権の経済政策，ならびに対財閥政策は，前政権と基本的に変わっていないといえ
る。しかし，大統領自らも財界からの不正資金を得ていたことが疑われるなど，政財界関係がクリ
ーソな関係とはほど遠いことが明らかとなっている。
　以上のように韓国における政府一財閥関係の歴史的推移をまとめてみると，まず言えることは，
財閥経営を政府や政治と切り離して考えることは不可能であるほど，両者の関係が常に緊密であっ
たことである。そして，その関係は対等ではなく，とくに当初は政府が圧倒的に優位な立場であっ
たが，韓国経済の発展とともに2つの力の接近が見られ，やがて政府は，財閥・企業の政府から
の自立化を求めるようになった。とはいえ，長年の両者の親密な関係は，容易に分離できるもので
なく，汚職というかたちで今も韓国社会の深刻な問題となっている。
　しかし同時に，政府一財閥関係のつながりが強かったことは韓国社会にとって一概に悪いことで
はなかった。何より，政府が財閥を指導し，保護・育成することによって，経済を急速に発展させ
てきたことは否定し得ない。それは韓国の発展にとって重要な構成要素であった。だが，このよう
な政府一財閥関係は，次のような悪影響をももたらした。①汚職，政財界の癒着が横行したこと，
②財閥が市場的経営規律を失い，レントシーキング，放漫経営に傾斜していったこと，③縁故主義
が財閥経営の特徴となったこと，などである。
　したがって，韓国における企業倫理問題の焦点となっている政府一財閥の癒着関係は，韓国経済
の歴史に深く根を下ろしていて克服しがたいが，しかし，韓国経済，韓国財閥の今後の発展のため
にはぜひとも克服されねばならないものと言えよう。
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